[bookmark: 0029a01][bookmark: 0114b02]　　　　　妙 (みょう)法 (ほう)蓮 (れん)華 (げ)経 (きょう)　五 (ご)百 (ひゃく)弟 (で)子 (し)　受 (じゅ)記 (き)品 (ほん)　第 (だい)八 (はち)

[bookmark: 0029a03]　その時 (とき)五 (ご)百 (ひゃく)の阿 (あ)羅 (ら)漢 (かん)は、仏 (ほとけ)の前 (みまえ)において記 (き)を受 (う)くることを得 (え)已 (おわ)りて、歓 (かん)喜 (ぎ)し踊 (ゆ)躍 (やく)
して、即 (すなわ)ち座 (ざ)より起 (た)ちて仏 (ほとけ)の前 (みまえ)に到 (いた)り、頭 (ず)面 (めん)に足 (みあし)を礼 (らい)し、過 (とが)を悔 (く)いて、自 (みずから)ら責 (せ)む。
[bookmark: 0029a05]　「世 (せ)尊 (そん)よ、我 (われ)等 (ら)は常 (つね)に是 (こ)の念 (おもい)を作 (な)して、自 (みずか)ら已 (すで)に究 (く)竟 (きょう)の滅 (めつ)度 (ど)を得 (え)たりと謂 (おも)いき。
[bookmark: 0029a06]今 (いま)　乃 (すなわ)ち之 (これ)を知 (し)れり、無 (む)智 (ち)の者 (もの)の如 (ごと)くなりしを。所以 (ゆえん)は何 (いか)ん。我 (われ)等 (ら)は、応 (まさ)に如 (にょ)来 (らい)の
智 (ち)慧 (え)を得 (う)べかりしに、而 (しか)も便 (すなわ)ち、自 (みずか)ら小 (しょう)智 (ち)を以 (もっ)て足 (た)れりと為 (な)したればなり。
[bookmark: 0029a08]　世 (せ)尊 (そん)よ、　譬 (たと)えば　　、人 (ひと)有 (あ)りて、親 (しん)友 (ゆう)の家 (いえ)に至 (いた)りて、酒 (さけ)に酔 (よ)いて臥 (ふ)せるが如 (ごと)し。この
時 (とき)、親 (しん)友 (ゆう)は、官 (おおやけ)の事 (こと)ありて、当 (まさ)に行 (い)くべかりしかば、無 (む)価 (げ)の宝 (ほう)珠 (しゅ)を以 (もっ)て、其 (そ)の衣 (ころも)
[bookmark: 0029a09]の裏 (うち)に繋 (か)け、之 (これ)を与 (あた)えて去 (さ)れり。その人 (ひと)、酔 (よ)い臥 (ふ)して、都 (すべ)て覚 (かく)知 (ち)せず。起 (お)き已 (おわ)りて、
[bookmark: 0029a10]遊 (ゆ)行 (ぎょう)して他 (た)国 (こく)に到 (いた)り、衣 (え)食 (じき)の為 (ため)の故 (ゆえ)に、勤力 (つとめ)て求索 (もとむ)ること、甚 (はなは)だ大 (おお)いに艱 (かん)難 (なん)し、
[bookmark: 0029a11]若 (も)し少 (すこ)し得 (え)る所 (ところ)有 (あ)れば、便 (すなわ)ち以 (もっ)て足 (た)れりと為 (な)す。後 (のち)に親 (しん)友 (ゆう)、会 (あ)い遇 (お)うて、之 (これ)を見 (み)、
而 (しか)して、是 (こ)の言 (ことば)を作 (な)す。
[bookmark: 0029a12][bookmark: 0029a13]　『咄 (つたな)きかな、丈 (じょう)夫 (ぶ)よ。何 (なん)ぞ、衣 (え)食 (じき)の為 (ため)に、乃 (すなわ)ち是 (かく)の如 (ごと)くなるに至 (いた)るや。我 (われ)は昔 (むかし)、
汝 (なんじ)をして、安 (あん)楽 (らく)なることを得 (え)て、五 (ご)欲 (よく)に自 (おのず)から恣 (ほしいまま)ならしめんと欲 (ほっ)して、某 (それがし)の
[bookmark: 0029a14]年 (とし)日 (つき)月 (ひ)において、無 (む)価 (げ)の宝 (ほう)珠 (しゅ)を以 (もっ)て、汝 (なんじ)の衣 (ころも)の裏 (うち)に繋 (か)けたり。今 (いま)　故 (なお)、現 (げん)に在 (あ)り。
[bookmark: 0029a15][bookmark: 0029a16]而 (しか)るを、汝 (なんじ)は知 (し)らずして、勤 (ごん)苦 (く)し憂 (う)悩 (のう)し、以 (もっ)て自 (じ)活 (かつ)することを求 (もと)む。甚 (はなは)だこれ痴 (おろか)
なり。汝 (なんじ)は今 (いま)、此 (こ)の宝 (たから)を以 (もっ)て、須 (もと)むる所 (ところ)に貿易 (かえ)るべし。常 (つね)に、意 (い)の如 (ごと)くにして、
乏 (とぼ)しく短 (たらざ)る所 (ところ)無 (な)かるべし。』
[bookmark: 0029a17][bookmark: _GoBack]　仏 (ほとけ)も亦 (ま)た、是 (かく)の如 (ごと)し。菩 (ぼ)薩 (さつ)たりし時 (とき)、我 (われ)等 (ら)を教 (きょう)化 (け)して、一 (いっ)切 (さい)智 (ち)の心 (こころ)を発 (おこ)さしめ
[bookmark: 0029a19]たまえり。而 (しか)るを、尋 (つ)いで廃 (はい)忘 (もう)して、知 (し)らず覚 (さと)らず。既 (すで)に阿 (あ)羅 (ら)漢 (かん)道 (どう)を得 (え)て、自 (みずか)ら
[bookmark: 0029a21]滅 (めつ)度 (ど)せりと謂 (おも)い、生 (せい)を資 (たす)くるに艱 (かん)難 (なん)して、少 (すこ)しを得 (え)て足 (た)れりと為 (な)す。一 (いっ)切 (さい)智 (ち)の願 (ねが)いは、猶 (なお)　在 (あ)りて失 (うしな)わず。今 (いま)、世 (せ)尊 (そん)は、我 (われ)等 (ら)を覚 (かく)悟 (ご)して、是 (かく)の如 (ごと)き言 (ことば)を作 (な)したもう。　
　『諸 (もろもろ)の比 (び)丘 (く)よ、汝 (なんじ)等 (ら)が得 (え)たる所 (ところ)は、究 (く)竟 (きょう)の滅 (めつ)に非 (あら)ず。我 (われ)は久 (ひさ)しく、汝 (なんじ)等 (ら)を
[bookmark: 0029a22]して、仏 (ほとけ)の善 (ぜん)根 (こん)を種 (う)えしめたれども、方 (ほう)便 (べん)を以 (もっ)ての故 (ゆえ)に、涅 (ね)槃 (はん)の相 (そう)を示 (しめ)す。而 (しか)るを、汝 (なんじ)は、これ実 (じつ)に滅 (めつ)度 (ど)を得 (え)たりと謂 (おも)えり。』
[bookmark: 0029a24]　世 (せ)尊 (そん)よ、我 (われ)は今 (いま)、乃 (すなわ)ち知 (し)れり、実 (じつ)に是 (こ)れ菩 (ぼ)薩 (さつ)にして、阿 (あ)耨 (のく)多 (た)羅 (ら)三 (さん)藐 (みゃく)三 (さん)菩 (ぼ)提 (だい)の記 (き)を
授 (さず)かることを得 (え)たり、と。この因 (いん)縁 (ねん)を以 (もっ)て、甚 (はなは)だ大 (おお)いに歓 (かん)喜 (ぎ)し、未 (み)曽 (ぞ)有 (う)なることを
得 (え)たり。」
